
４

広
報
は
や
ま

月
号

１２

の
か
し
ら
？

お
答
え
し
ま
す　

町
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
法
令
等（
都
市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
、

ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど
）
に
基
づ
く
ル
ー
ル

に
よ
り
優
れ
た
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
ル
ー
ル
は
町
全
域
を
対
象
と
し
た
必
要

最
低
限
の
ル
ー
ル
な
の
で
、
地
区
の
実
情
に

十
分
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
問
題
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
地

区
計
画
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課

　

�
内
線　

三
五
一
・
三
五
三

Ａ
さ
ん　

私
、
こ
こ
か
ら
見
え
る
海
と
山
と

家
な
み
が
一
体
と
な
っ
た
景
色
が
大
好
き

な
の
よ
ね
。

Ｂ
さ
ん　

そ
う
ね
、
で
も
、
あ
の
空
地
に
大

　

地
区
計
画
と
は

　

都
市
計
画
法
に
定
め
ら
れ
た
都
市
計
画

の
一
つ
で
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
独
自
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
ま
ち

づ
く
り
の
計
画
の
こ
と
で
す
。

　

地
区
計
画
で
決
め
る
こ
と
は

《
地
区
の
方
針
》

　

そ
の
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
や
基

本
方
針

●
地
区
計
画
の
目
標

●
整
備
・
開
発
・
保
全
に
関
す
る
方
針

《
地
区
整
備
計
画
》

　
「
地
区
の
方
針
」
に
基
づ
く
具
体
的
な

ル
ー
ル

●
地
区
施
設
（
道
路
・
公
園
等
）
の
配
置

や
規
模

●
建
築
す
る
と
き
の
ル
ー
ル

　

建
築
物
の
用
途
（
種
類
）、
敷
地
面
積
の

最
低
限
度
、
建
築
物
の
容
積
率
、
建
ぺ

い
率
、
建
築
物
の
高
さ
等

●
土
地
利
用
の
ル
ー
ル（
緑
地
等
の
保
全
）

※
地
区
計
画
を
単
に
土
地
利
用
の
規
制
の

み
を
目
的
に
策
定
す
る
こ
と
は
制
度
の

趣
旨
に
即
さ
な
い
も
の
で
あ
り
、
総
合

的
な
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

〜
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
〜

地
区
計
画
制
度
を
活
用
し
よ
う
！

　

こ
の
た
び
、
町
政
功
労
者
表
彰
式
に
お
い

て
、
町
行
政
事
務
や
公
共
の
福
祉
の
た
め
に

功
績
の
あ
っ
た
方
や
団
体
を
対
象
に
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績

に
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

（
敬
称
略　

順
不
同
）

《
一
般
表
彰
の
部
》

●
町
政
の
振
興
・
社
会
福
祉
等
に
寄
与
し
た

こ
と
に
よ
り

　

沼
田
義
久
、
鈴
木
玲
子
、
岩
澤
八
千
代
、

稲
子
�
男
、
葉
山
町
町
内
会
連
合
会

●
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
金
品
や
土
地
の
ご

寄
付
に
よ
り

　

金
子
秀
、
櫻
田
初
惠
、
沼
上
健
二
、
行
谷

義
夫
、
三
ッ
木
初
子
、
西
尾
慶
子
、
森
芳

雄
、（
株
）Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
、
鈴
木
喜
一
郎
、
長

谷
川
功
男
、
長
谷
川
富
士
雄
、
長
谷
川
順

一
、
水
石
ム
ラ
子
、
角
田
勲
、
角
田
明
子
、

藤
村
玲
子
、
三
桜
産
業（
株
）、（
株
）武
井

興
産
、（
株
）ビ
ッ
グ
、（
株
）相
模
商
事
、
鈴

木
祐
子
、
星
野
信
孝
、
関
口
一
郎
、
鈴
木

増
雄

《
自
治
功
労
表
彰
の
部
》

●
農
業
委
員
と
し
て
十
六
年
以
上
在
職
し
、

退
職
し
た
こ
と
に
よ
り

　

行
谷
初
夫

●
町
教
諭
と
し
て
二
十
年
以
上
在
職
し
、
退

職
し
た
こ
と
に
よ
り

　

佐
藤
正
、
高
坂
美
枝
子
、
浦
�
陽
子
、
中

村
享
子

平
成
十
七
年
度
町
政
功
労
者
表
彰
式
で
自
治
等
功
労
者
に
表
彰

《
自
治
特
別
表
彰
の
部
》

●
町
議
会
議
員
と
し
て
二
十
八
年
以
上
在
職

し
た
こ
と
に
よ
り

　

中
村
常
光

《
自
治
表
彰
の
部
》

●
町
議
会
議
員
と
し
て
八
年
以
上
在
職
し
た

こ
と
に
よ
り

　

鈴
木
知
一

●
農
業
委
員
等
の
委
員
と
し
て
八
年
以
上
在

職
し
た
こ
と
に
よ
り

　

石
井
豊
吉
、
鹿
嶋
金
治
郎

●
審
議
会
・
委
員
会
の
附
属
機
関
の
委
員
と

し
て
十
年
以
上
在
職
し
た
こ
と
に
よ
り

　

大
串
勝
彦
、
軽
部
一
一
、
角
田
衛
、
野
田

公
一
、
�
野
和
浩
、
下
嶋
武
志
、
佐
野
完

次
、
宮
川
清
、
小
林
嗣
政

●
収
入
役
と
し
て
八
年
以
上
在
職
し
た
こ
と

に
よ
り

　

行
谷
明

き
な
建
物

が
建
っ
た

ら
、
こ
の

景
色
も
随

分
変
わ
っ

て
し
ま
う

で
し
ょ
う

ね
。
こ
の

す
ば
ら
し

い
景
色
が

失
わ
れ
る

の
を
未
然

に
防
ぐ
方

法
は
な
い



５

お
知
ら
せ

　

一
色
二
四
四
八－

一
番
地
（
芝
崎
児
童
館

前
）
の
元
県
警
葉
山
荘
跡
地
に
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
設
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
二
つ
の
施
設
は
、
第
二
期
葉
山

町
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
社
会

福
祉
法
人
等
が
建
設
す
る
施
設
で
す
。

　

近
隣
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

〈
施
設
の
概
要
と
問
合
せ
〉

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
常
時
介
護
が
必
要

な
人
が
生
活
す
る
た
め
の
施
設
）

規
模　

八
〇
床
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
十
床

開
設
予
定　

平
成
十
八
年
十
二
月

　
（
申
込
受
付
予
定
は
平
成
十
八
年
秋
頃
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人　

公
友
会

　

�
八
三
三－

五
五
四
六

介
護
老
人
保
健
施
設
（
急
性
期
の
治
療
後
の

リ
ハ
ビ
リ
を
目
的
と
し
た
施
設
）

規
模　

七
〇
床

開
設
予
定　

平
成
十
八
年
四
月

　
（
申
込
受
付
予
定
は
平
成
十
八
年
二
月
頃
）

問
合
せ　

医
療
法
人
社
団　

相
光
会

　

�
八
三
〇－

五
七
四
一

�

訪
問
介
護
っ
て
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
？

�

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
が

利
用
者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
、
食
事
や
排

せ
つ
、
入
浴
な
ど
の
介
助
を
行
う
「
身
体

介
護
」
や
掃
除
や
食
事
の
準
備
や
調
理
な

ど
を
行
な
う
「
生
活
援
助
」
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

�

ど
の
よ
う
な
と
き
に
「
生
活
援
助
」
は

利
用
で
き
る
の
？

�

介
護
保
険
で
生
活
援
助
を
利
用
で
き
る

の
は
次
の
場
合
で
す
。

　

①
利
用
者
が
一
人
暮
ら
し
の
場
合

　

②
利
用
者
の
家
族
等
が
障
害
や
疾
病
の
場
合

　

③
家
族
が
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
家

事
が
困
難
な
場
合

�

生
活
援
助
の
中
身
は
ど
の
よ
う
な
も
の
？

�

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
生
活
援
助
と

は
、
掃
除
・
洗
濯
・
調
理
な
ど
の
日
常
生

活
援
助
で
す
。

　
　

具
体
的
な
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

　

掃
除
・
洗
濯
・
調
理
・
買
い
物
・
そ
の
他

　
　

で
き
な
い
こ
と
の
例
と
し
て
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
の
た
め
の
調
理
や
掃
除
・
大
掃
除
・

普
段
や
ら
な
い
よ
う
な
家
事
・
そ
の
他

�

身
体
介
護
は
誰
で
も
利
用
で
き
る
の
？

ＱＡＱＡＱＡＱ

�

身
体
介
護
は
世
帯
や
家
族
の
状
況
に
か

か
わ
ら
ず
利
用
で
き
ま
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ

や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
医
療
行
為
等
は
訪
問

介
護
と
し
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
不
明
な
点
は
福
祉
課
や
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
に
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課　

�
内
線
二
三
三

Ａ

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
をををををををををををををををををををを

介
護
保
険
施
設
を

建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
でででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

建
設
中
で
す

介
護
保
険
の
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）の
内
容
紹
介

　

平
成
十
七
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
が
十
一
月

三
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
葉
山
で
は
次
の

方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 秋

の
叙
勲
・
褒
章

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
空
気
が
乾
燥

す
る
時
期
を
迎
え
、
火
気
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、
尊
い
命
や

財
産
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
防
火

意
識
を
高
め
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
期
間
中
に
消
防
職
員
と

消
防
団
員
が
町
内
を
広
報
車
・
消
防
自

動
車
な
ど
で
巡
回
し
火
災
特
別
警
戒
を

行
い
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
本
部

　

�
八
七
六－

〇
一
一
九

「
あ
な
た
で
す

火
の
あ
る
く
ら
し
の

見
は
り
役
」

歳
末
火
災
特
別
警
戒

十
二
月
二
五
日
〜
三
一
日

　

第
三
次
葉
山
町
総
合
計
画
中
期
基
本
計
画

は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
六
年
間
の
施
策
を

総
合
的
・
体
系
的
に
示
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
、
中
期
基
本
計
画
案
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
内
容
の
説
明
と
共
に
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

十
二
月
十
九
日（
月
）

　

十
九
時
〜
二
〇
時
三
〇
分

場
所　

福
祉
文
化
会
館
大
会
議
室

申
込
み
・
問
合
せ　

電
話
で
直
接

　

企
画
課　

�
内
線
三
三
二

中
期
基
本
計
画
策
定
に
係
る
説
明
会

第
三
次
葉
山
町
総
合
計
画

さ
れ
ま
し
た
。

　

元
第
七

管
区
海
上

保
安
本
部

経
理
補
給

部
長
。
海

上
保
安
功

労
で
受
章

瑞
宝
双
光
章

鈴
木　

秀
雄
さ
ん



６

広
報
は
や
ま

月
号

１２

　
「
人
権
」
と
い
う
と
、
難
し
く
考
え
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
差
別

を
し
た
り
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
幸
せ

に
暮
ら
す
た
め
の
大
切
な
権
利
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
は
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
が
人
権
に
対
す
る
正
し
い
確
識
を
養
い
、

人
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
違
い
を
認
め
、
お
互
い
の
苦
し

み
を
理
解
し
、
そ
の
個
性
を
尊
重
し
合
う
こ

と
で
、
問
題
の
多
く
は
解
決
で
き
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

自
分
に
と
っ
て
、
一
番
身
近
な
問
題
か
ら

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
や
家
族
の
き
ず

な
を
い
か
に
未
来
へ
つ
な
げ
て
問
題
解
決
す

る
か
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
を

よ
く
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
当
事
者
双
方
の

関
係
を
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
、
専
門
窓
口
を

紹
介
す
る
な
ど
の
助
言
を
し
ま
す
。

　

よ
ろ
ず
相
談
の
つ
も
り
で
、
悩
み
や
困
り

ご
と
な
ど
の
相
談
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
民
課　

　

�
内
線
二
一
三
・
二
一
四

　

町
で
も
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
が
、
毎
月
第
二
火
曜
日
に
、
家

庭
内
や
隣
人
と
の
も
め
ご
と
、
借
地
、
借
家
、

相
続
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た

委
員
の
自
宅
で
も
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

十
二
月
十
三
日
（
火
）
十
三
時
三
〇
分
〜

十
六
時
三
十
分
ま
で
人
権
特
設
相
談
を
役
場

で
開
催
し
ま
す
。
同
時
に
行
う
行
政
相
談
で

は
国
の
業
務
（
年
金
、
郵
政
な
ど
）
に
関
し

て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

葉
山
町
人
権
擁
護
委
員

横
田
昌
和
（
上
山
口
一
四
〇
七
）

　

�
八
七
八－

七
七
七
七

吉
田
昌
子
（
長
柄
七
〇
二－

一
八
）

　

�
八
七
五－

四
三
一
一

伊
東　

清
（
木
古
庭
五
〇
一
）

　

�
八
七
八－

七
八
五
一

鈴
木
照
子
（
下
山
口
一
〇
八
八
）

　

�
八
七
五－

一
三
三
八

本
多
清
法
（
一
色
二
一
五
四
）

　

�
八
七
五－

三
五
三
一

中
村
欣
司
（
堀
内
八
〇
四－

一
〇
六
）

　

�
八
七
五－

一
六
一
六

人
と
人
と
の

絆
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

人
権
擁
護
委
員

十
二
月
四
日
〜
十
日
は
�

で
す

人
権
週
間

人
権
週
間

人
権
週
間

人
権
週
間

　

町
立
中
学
校
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
作
文
の

募
集
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
作
文
を
書
く
こ
と
を
通
じ

て
、
人
権
尊
重
の
重
要
性
、
必
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
豊
か
な

人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

●
金
賞

　

葉
山
中
学
校
三
年　

塚
田　

七
菜
さ
ん

　

題
名　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
と
私
の
家
庭
」

●
銅
賞

　

葉
山
中
学
校
三
年　

藤
原　

愛
さ
ん

　

題
名　
「
一
番
大
切
な
も
の
」

　

南
郷
中
学
校
三
年　

坂
井　

健
さ
ん

　

題
名　
「
良
い
信
号
機
、
悪
い
信
号
機
」

　

南
郷
中
学
校
三
年　

根
岸　

彩
香
さ
ん

　

題
名　
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
賞
者

神
奈
川
県
大
会
審
査
結
果
に
つ
い
て

第
二
五
回
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

入
賞
者

●
優
秀
賞

一色小学校５年

北原　彩音さん
「スマイル＆ピース」

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
きききききききききききききききききききき
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
きききききききききききききききききききき
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももももももも

い
き
い
き
子
ど
も

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真
ココココココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
スススススススススススススススススススス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第８回
　地方集計の結果、平成１７年１０月１日現在の葉山町の人口と世
帯数は次のとおりです。

　なお、総務省統計局の公表結果とは異なる場合があります。
問合せ　企画課　�内線３３１

国勢調査にご協力ありがとうございました

世帯数女男人口計
６１４８８２８２６１，７０８木 古 庭
７４３１，０９３１，００１２，０９４上 山 口
９８１１，３３１１，２６１２，５９２下 山 口

３，１８１４，５１７３，９６８８，４８５一　 色
３，１６２４，３６９３，９１７８，２８６堀　 内
３，１４３４，４２１３，９４６８，３６７長　 柄
１１，８２４１６，６１３１４，９１９３１，５３２合　 計



７

お
知
ら
せ

　

こ
の
標
語
は
、
青
少
年
問
題
協
議
会
が
募

集
し
た
作
品
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

今
、
町
で
は
「
あ
い
さ
つ
の
と
び
交
う
葉

山
の
ま
ち
の
町
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

「
あ
い
さ
つ
の
励
行
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「
あ
い
さ
つ
」
は
心
と
心
が
通
い
合
い
、

明
る
い
家
庭
・
住
み
よ
い
町
づ
く
り
へ
の
第

一
歩
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
本
年
も
町
内
の
小
・
中
学
校
を
中
心
に

「
あ
い
さ
つ
の
励
行
」を
今
月
に
行
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
「
子
ど
も
達
と
の
あ
い
さ

つ
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
青
少
年
問
題
協
議
会

（
生
涯
学
習
課
内
）

�
内
線
四
五
一
・
四
五
三

（
あ
い
さ
つ
標
語
の
全
て
の
応
募
作
は
役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

「
あ
い
さ
つ
は

　

言
っ
て
ス
ッ
キ
リ

言
わ
れ
て
ハ
ッ
ピ
ー
」

小
学
校
四
年

伊
東　

雅
乃

　温暖な気候と豊かな自然に恵まれ

た、葉山で太陽の光をたっぷり浴びた

夏みかんは、酸味のしっかりした昔懐

かしい味がします。｢葉山ロイヤルワ

イン｣は、町の夏みかんを主原料にし

て作り上げたワインです。凛とした酸

味と、柑橘類特有の爽やかな香りを一

度味わってください。

　販売は１２月中旬、予約は１２月１日

（木）から町酒商組合加盟店で受け付け

ます。

　７２０�ビン　１本　１，０５０円

　（消費税込み）　約４，５００本（見込）

葉葉山山ロロイイヤヤルルワワイインン 予約販売のおしらせ

電話番号店　　　名電話番号店　　　名

８７５－０４７４有）笠原商店８７５－５１５５もとまちユニオン葉山店

８７５－５２１２リカーズかさはら８７５－００２２有）矢島商店

８７５－６０５４荒井商店８７５－１０１８資）大門商店

８７５－６９３７有）亀ヶ谷商事滝の坂店８７５－１１３６有）亀ヶ谷商事

８５７－０３４５もとまちユニオン湘南国際村店８７５－８１９１京急ストア葉山店

８７８－８８５０ファミリーマート葉山町店８７８－７５２８金井商店

８７５－０５３５ローソン葉山堀内店８７８－７２５０ローソン葉山木古庭店

８７６－０３１８スリーエフ葉山長柄店８７５－１４１７高梨商店

８７５－０４１７田中屋酒店

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
）、
ラ
ジ

オ
（
Ｆ
Ｍ
）、
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、
自
宅
で
学
習
で
き
る

正
規
の
大
学
で
す
。

　

十
五
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
学
部
の
選

科
・
科
目
履
修
生
と
し
て
、
十
八
歳
以
上
で

あ
れ
ば
誰
で
も
大
学
院
の
修
士
選
科
生
・
修

士
科
目
生
と
し
て
、
十
八
歳
以
上
で
大
学
入

学
資
格
が
あ
れ
ば
学
部
の
全
科
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
ま
す
。

　

一
科
目
だ
け
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◎
学
部

　

全
科
履
修
生（
大
学
卒
業
を
め
ざ
す
学
生
）

　

選
科
履
修
生（
一
年
間
在
学
す
る
学
生
）

　

科
目
履
修
生（
一
学
期
間
在
学
す
る
学
生
）

◎
大
学
院

　

修
士
選
科
生（
一
年
間
在
学
す
る
学
生
）

　

修
士
科
目
生（
一
学
期
間
在
学
す
る
学
生
）

募
集
要
項
配
布　

十
一
月
十
五
日（
火
）か
ら

出
願
受
付

　

十
二
月
十
五
日（
木
）〜
二
月
二
八
日（
火
）

入
学
金　

六
千
円
〜
二
万
二
千
円

授
業
料　

一
単
位
あ
た
り
五
千
円
〜
一
万
円

問
合
せ　

�
〇
四
五－

七
一
〇－

一
九
一
〇

　

放
送
大
学
神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー

放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

〜
四
月
入
学
学
部
生
、大
学
院

（
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生
）〜




